


　

10
月
22
日
、
自

治
労
県
本
部
主
催

の
２
０
２
２
現
業

公
企
統
一
闘
争
・

確
定
闘
争
勝
利
総

決
起
集
会
が
開
催

さ
れ
、
今
年
度
は

対
面
で
勤
労
福
祉

会
館
を
会
場
に
行

わ
れ
た
。

　

県
本
部
伊
藤
執

　

11
月
18
日
、
本
部
青
年
婦
人

部
で
は
知
事
あ
て
独
自
要
求
書

を
提
出
し
、
人
事
課
給
与
担
当

課
長
と
の
交
渉
（
意
見
交
換

会
）
を
実
施
し
、
青
年
婦
人
部

の
視
点
で
職
場
環
境
・
労
働
条

件
等
の
改
善
に
取
り
組
む
運
動

を
展
開
す
る
。

　

現
在
、
本
部
青
婦
部
役
員
は
、

よ
り
職
場
実
態
に
即
し
た
要
求

書
と
な
る
よ
う
各
支
部
青
婦
部

と
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

相
談
し
や
す
い
人
員
体
制
の

他
、
取
得
し
や
す
い
休
暇
、
柔

軟
な
働
き
方
の
た
め
の
時
間
外

や
公
舎
の
冷
暖
房
の
整
備
な
ど

実
現
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
く
。

▲確定闘争勝利に向けて決意を固め合った総決起集会

▲二戸支部定期大会のようす

▲講演する八巻労働条件局長

10
・
22  

県
本
部
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
・
確
定
闘
争
勝
利
！
総
決
起
集
会

宮古支部編
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佐藤　貴浩さん

わたしの

▲この日の日替り夜定食
「とろ～りあんかけ天津飯」（600円）

現
業
職
場
の
体
制
拡
充
を

月
例
給
、
一
時
金
の
引
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う

　

宮
古
地
区
合
同
庁
舎
の
食
堂

は
、
20
種
類
超
の
メ
ニ
ュ
ー
を

揃
え
る
、
み
ん
な
の
胃
袋
に
寄

り
添
っ
た
食
堂
で
す
。
今
回
ご

紹
介
す
る
の
は
み
ん
な
大
好
き

「
焼
肉
定
食
」
で
す
。

　

お
盆
を
持
っ
た
瞬
間
に
感
じ

11.18

独自交渉実施へ
青年婦人部

要求書項目の主な内容はこれ !!

・若手職員の人材育成のため経験・年齢バランスを考
えた人材配置をすること。
・休暇を行使しやすい職場環境を実現するための具体
策と管理職への指導を徹底すること。
・フレックスタイム制・時差勤務等を考慮した適正な
冷暖房を整備すること。
・「人事異動」について本人希望を尊重し、希望しな
い地域・部署への異動を行わないこと。
・すべての職員公舎にエアコンを設置すること。

行
委
員
長
か
ら
「
先
日
出
さ
れ

た
県
人
事
委
員
会
勧
告
は
ど
こ

よ
り
も
遅
い
勧
告
だ
っ
た
。
国

同
様
の
月
例
給
・
一
時
金
共
に

プ
ラ
ス
勧
告
が
出
さ
れ
た
が
、

全
年
齢
の
引
き
上
げ
と
な
っ
て

お
ら
ず
厳
し
い
情
勢
だ
が
、
一

年
の
闘
争
の
集
大
成
の
こ
の
時

期
に
結
果
に
結
び
付
け
て
い
こ

う
。
現
業
・
公
企
闘
争
の
最
大

課
題
は
人
員
確
保
と
直
営
堅
持

で
あ
る
。
現
業
公
企
統
一
闘

争
・
確
定
闘
争
勝
利
に
向
け
、

県
本
部
・
単
組
が
団
結
し
て
取

り
組
む
決
意
を
固
め
あ
お
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

基
調
講
演
で
は
、
「
２
０
２

２
確
定
闘
争
に
お
け
る
課
題
に

つ
い
て
」
と
し
て
、
前
年
に
引

き
続
き
、
自
治
労
本
部
労
働
条

件
局
長
・
八
巻
由
美
さ
ん
が
講

演
。
今
年
度
の
副
題
と
し
て

「
定
年
引
上
げ
と
週
休
日
の
適

正
な
運
用
」
と
し
、
ま
ず
初
め

に
、
各
都
道
府
県
の
勧
告
状
況

の
共
有
と
確
定
闘
争
の
重
点
課

題
を
確
認
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
２
確
定
闘

争
の
取
り
組
み
の
柱
の
一
つ
と

し
て
、
人
勧
を
踏
ま
え
た
賃
金

課
題
に
加
え
て
、
自
治
労
に
結

集
す
る
す
べ
て
の
単
組
で
「
週

休
日
の
振
替
運
用
の
適
正
化
を

取
り
組
み
、
公
務
職
場
の
違
法

状
態
を
一
掃
し
よ
う
」
と
し
た
。

定
年
延
長
と
再
任
用
制
度
に
つ

い
て
再
共
有
し
な
が
ら
「
重
要

な
の
は
具
体
的
な
運
用
に
関
す

る
こ
と
を
交
渉
で
勝
ち
取
っ
て

い
く
こ
と
」
と
提
起
し
た
。

　

県
本
部
及
川
書
記
長
か
ら
自

治
労
県
本
部
確
定
闘
争
方
針
に

つ
い
て
提
起
し
、
そ
の
後
町
村

評
・
現
業
評
・
公
企
評
の
各
代

表
か
ら
確
定
闘
争
勝
利
に
向
け

た
決
意
を
表
明
し
た
。
最
後
に

伊
藤
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
前
進
に
向
け
意
思
統
一
を

は
か
っ
た
。

　

二
戸
支
部
は
10
月
13
日
、
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

長
嶺
支
部
長
か
ら
、「
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
急
増
す

る
中
で
あ
る
が
、
２
年
ぶ
り
に

定
期
大
会
の
開
催
が
で
き
た
。

分
会
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
、
支
部
活
動
の
充
実
を
図
ろ

う
。」
と
あ
い
さ
つ
。
本
部
か

ら
佐
々
木
副
委
員
長
が
人
事
委

員
会
闘
争
に
触
れ
つ
つ
、
組
合

員
の
声
と
結
集
が
不
可
欠
で
あ

る
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、執
行
部
よ
り
賃
金
、

労
働
条
件
改
善
の
た
め
諸
手

当
、
専
門
職
の
処
遇
改
善
を
は

じ
め
と
す
る
継
続
課
題
の
前
進

に
向
け
た
取
り
組
み
、
今
年
度

の
新
採
用
職
員
加
入
促
進
や
、

過
年
度
採
用
者
・
会
計
年
度
任

用
職
員
の
組
織
拡
大
の
取
り
組

み
と
、
職
場
環
境
改
善
へ
の
取

り
組
み
の
強
化
を
提
起
し
、
討

論
を
経
て
確
立
し
た
。

　

最
後
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て「
支
部
・
分
会
一
体
と
な
っ

て
組
合
加
入
を
促
進
し
未
加
入

者
を
な
く
そ
う
」「
分
会
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
、
支
部
活

動
の
充
実
を
図
ろ
う
」「
22
確

定
闘
争
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
要
求
実
現
に
向
け
取
り
組

も
う
」
を
確
認
し
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

る
ズ
ッ
シ
リ
感
は
、
男
性
で
も

満
足
で
き
る
量
の
証
。
タ
レ
の

絡
ん
だ
豚
肉
が
ご
飯
と
の
相
性

抜
群
な
う
え
、
タ
レ
の
し
み
込

ん
だ
キ
ャ
ベ
ツ
も
た
ま
り
ま
せ

ん
。
そ
の
他
に
も
、
日
替
わ
り

定
食
で
は
季
節
の
食
材
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
が

あ
り
、
毎
日
食
べ
て

も
飽
き
な
い
嬉
し
さ

が
あ
り
ま
す
。

　

宮
古
合
庁
食
堂
は
、

職
員
の
ほ
か
に
地
域

▲「焼肉定食」（600円）に笑顔の佐藤さん

の
皆
様
か
ら
の
人
気
も
高
く
、

満
席
に
な
る
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
少
し

時
間
を
ず
ら
し
た
利
用
が
お
勧

め
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
宮
古
に
お
越
し
の
際

は
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た

　 

人
員
配
置
を
求
め
て
い
く

二
戸
支
部
で
定
期
大
会
を
開
催
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